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ス
テ
ー
ジ
１

藤
井
彩
加

　

二
〇
一
七
年
九
月
九
日
、彩
の
国
さ
い

た
ま
芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

第
四
十
四
回
ス
テ
ー
ジ
ワ
ン
に
て
祖
父
・

藤
井
公
振
付
の『
女
今
昔
』
を
踊
る
機
会

を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の『
女
今
昔
』
は
も
と
も
と
藤
井
公

が
私
の
母
で
あ
る
藤
井
香
に
振
り
付
け

た
作
品
で
あ
り
、今
日
、母
か
ら
私
へ
と

大
切
な
贈
り
物
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
に
登
場
す
る
女

性
を
題
材
に
し
た
こ
の
作
品
は
、シ
ン
プ

ル
で
素
直
な
振
付
で
あ
り
な
が
ら
洒
落

て
い
て
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
独
特
な

も
の
と
い
う
印
象
で
し
た
。現
代
の
作
風

で
は
な
い
は
ず
な
の
に
、現
代
の
女
に
も

通
ず
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
る
作
品
、そ
れ
を
世
代
を
超

え
て
演
じ
ら
れ
た
こ
と
を
感
慨
深
く
思

い
ま
す
。

　

テ
ク
ニ
ッ
ク
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ

や
す
い
私
に
、ダ
ン
ス
の
も
っ
と
本
質
的

で
大
事
な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

た
祖
父
、稽
古
を
代
わ
る
代
わ
る
見
て
く

れ
た
祖
母
、叔
母
、母
、こ
の
機
会
を
設

け
て
く
だ
さ
っ
た
埼
玉
県
舞
踊
協
会
の

皆
様
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
。時
代
、世
代
を
超
え

て
ダ
ン
ス
が
永
遠
に
続
い
て
い
き
ま
す

よ
う
に
。

コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目vo

l.1
6

～

真
摯
な
姿
勢
と
反
骨
精
神

コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目vol.16

～
足
袋nce@

能
楽
堂「
現い

在ま

を

刻
む
」開
催
報
告

藤
井
香
、上
田
仁
美
、原
島
マ
ヤ

　
「
足
袋nce@

能
楽
堂
」
の
製
作
に
携

わ
っ
て
い
る
と
、能
楽
堂
や
狂
言
に
挑

戦
す
る
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
や
ダ
ン

サ
ー
の
真
摯
な
姿
勢
と
反
骨
精
神
の
洪

水
に
見
舞
わ
れ
、歳
と
共
に
固
く
な
っ

た
思
考
が
再
び
弾
力
を
得
て
、活
動
を

始
め
ま
す
。

　

二
〇
一
七
年
十
一
月
三
日
に
開
催
さ

れ
た
足
袋nce@

能
楽
堂「
現
在（
い
ま
）

を
刻
む
」
に
於
い
て
も
、こ
の
享
受
は

再
現
さ
れ
、且
つ
、ピ
ー
ク
に
達
し
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。若
手
コ
レ
オ
グ

ラ
フ
ァ
ー
の
力
作
、キ
ャ
リ
ア
あ
る
舞

踊
家
た
ち
の
挑
戦
、３
回
目
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ダ
ン
サ
ー
が
深
く

関
わ
り
、ダ
ン
サ
ー
用
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
狂
言「
首
引
き
」。そ
し
て
、〝
圧
巻
〟

と
言
え
る
存
在
感
を
放
つ
狂
言
師
の
力

量
。こ
れ
ら
に
加
え
て
、今
ま
で
の
多

く
の
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
や
ダ
ン
サ
ー

達
が
積
み
重
ね
て
く
れ
た
真
摯
な
姿
勢

と
反
骨
精
神
、特
異
な
演
出
が
脳
裏
に

よ
み
が
え
り
、私
た
ち
制
作
担
当
者
の

心
を
駆
り
立
て
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
日
、「
こ
の
先
へ
進
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
感
じ
ま
し

た
。

　

丁
度
こ
の
頃
、行
田
商
工
会
議
所
の

足
袋
業
者
担
当
者
が
、こ
の
公
演
の
最

後
に
観
客
と
共
に
踊
る「
足
袋nce

体

操
」をYouTube

で
目
に
し
、「
私

た
ち
と
何
か
で

き
る
の
で
は
な
い

か
？
」
と
接
触
を

模
索
し
て
い
ま
し

た
。

　

二
つ
の
偶
然
が

重
な
り
、
ま
た
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
が

確
実
に
質
の
高

い
精
神
性
と
芸

術
性
を
提
供
で

き
る
公
演
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま

え
、次
回
コ
レ
オ

グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目

vol.17

～
足
袋

nce@

能
楽
堂「
足

袋
を
履
い
て
宙

（
ソ
ラ
）
に
舞
う
」

は
、新
た
な
様
相
を
呈
し
ま
す
。

　

人
生
の
折
り
返
し
点
で
文
化
に
興
味

を
持
ち
始
め
た
大
人
た
ち
、日
常
に
潤

い
や
気
付
き
を
求
め
る
大
人
た
ち
に
向

け
、文
化
を
満
喫
す
る
足
掛
か
り
と
し

て「
足
袋nce@

能
楽
堂
」
の
公
演
と
狂

言
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
セ
ッ
ト
で

提
供
し
、そ
こ
に
＋
α
と
し
て
の
お
薦

め
レ
ス
ト
ラ
ン
情
報
、こ
こ
で
し
か
買

え
な
い
足
型
計
測
に
よ
る
白
足
袋
販
売

を
提
供
し
ま
す
。

　

名
付
け
て
、「
大
人
のBunka

倶
楽

部
」の
始
ま
り
で
す
。

　
「
足
袋nce

体
操
」
や
気
軽
に
参
加
で

き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、会
話
の
弾
む

お
食
事
や
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
楽
し
み
な
が
ら
、ア
ー
ト
の
深
淵

を
望
も
う
と
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
そ

の
活
動
を
、身
近
に
存
在
す
る
こ
と
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
…
、そ
ん

な
活
動
で
す
。

　

更
に
、埼
玉
県
が
誇
る
行
田
の
足
袋

と
連
携
し
、九
月
十
六
日
に〝
さ
き
た

ま
古
墳
公
園
〟で
開
催
さ
れ
る「
ニ
ュ
ー

ギ
ョ
ー
ダ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、十
一
月
十
一

日
に〝
行
田
市
商
工
セ
ン
タ
ー
〟で
開
催

さ
れ
る「
行
田
足
袋
コ
レ
２
０
１
８
」
に

て
、「
足
袋nce@

能
楽
堂
」の
ダ
ン
ス
作

品
や「
足
袋nce

体
操
」
を
披
露
し
、コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
し
い
段
階
に
入
っ
た「
コ
レ
オ
グ

ラ
フ
ァ
ー
の
目
～
足
袋nce@

能
楽
堂
」

の
活
動
を
、皆
様
、ど
う
ぞ
お
見
逃
し

な
く
。

 【
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目vol.16

～
足

袋nce@

能
楽
堂「
現
在（
い
ま
）を
刻
む
」

／
創
作
者
名「
タ
イ
ト
ル
」出
演
者
名
】

①
藤
井
香
作「
棒
が
い
っ
ぽ
ん
」
松
本
日

奈
子
、藤
井
香　

②
佐
藤
優
子
作「
落

花
流
水
」
佐
藤
優
子　

③
戸
口
未
貴
作

「
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
」小
林
結
友
、新
野
あ

さ
き
、藤
井
彩
加
、戸
口
未
貴　

④
有

路
蘭
作「
猫
と
正
造
」有
路
蘭　

⑤
な
が

し
ま
さ
ち
こ
作「
光
と
水
の
旋
律
」
大
矢

琴
音
、星
野
す
ず
、佐
々
木
美
結　

⑥

N
O

RIH
IKO

（
軌
久
）
作「
ニ
ュ
ー
ペ
ロ

ペ
ロ
奇
祭
」N

O
RIH

IKO

（
軌
久
）　

⑦

幕
田
晴
美
作「
十
二
月
」幕
田
晴
美　

⑧

ふ
り
だ
し
に
も
ど
る
作「
七
曜
日
」
ふ
り

だ
し
に
も
ど
る（
寺
﨑
ゆ
い
こ
、 宮
本
悠

加
）　

⑨
山
口
菜
摘
作「
煙
雨
」
山
口
菜

摘
、笹
村
泉
、神
谷
凪
沙　

⑩「
ホ
ー
ム

レ
ス
の
神
々
と
た
そ
が
れ
ど
き
」妻
木
律

子
、ア
キ
オ
キ
ム
ラ
、岡
安
洸
汰
、岡
安

優
馬　

⑪
狂
言「
首
引
き
」（
狂
言
師
）深

田
博
治
、飯
田
豪
、（
ダ
ン
サ
ー
）若
野
信

子
、大
矢
琴
音
、佐
々
木
美
結
、笹
村
泉
、

星
野
す
ず
、弓
削
多
真
由 

（
狂
言
指
導
）

深
田
博
治　

special thanks to: 

堀
部
明
里
、上

原
尚
美
、束
原
繁
、渋
木
正
巳
、佐
藤
智

子
、矢
島
茜
、船
津
健
一
、江
積
志
織
、

清
水
綾
乃
、村
松
千
花
、金
森
み
ず
ほ
、

新
野
久
美
子
、村
越
様
、清
水
様
、落
合

様　
　
　
　
（
写
真
撮
影
／
矢
島　

茜
）

◎
募
集
！

①
こ
し
が
や
能
楽
堂
と
足
袋
の
街
・
行
田

で
発
信
し
た
い
振
付
家（
先
着
10
名
）

②
こ
し
が
や
能
楽
堂
で
狂
言
師
と
狂
言

「
釣
針
」
を
演
じ
る
ダ
ン
サ
ー（
先
着
6

名
）

※
詳
し
く
は
埼
玉
県
舞
踊
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、又
は
募
集
要
項
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎「
大
人
のBunka

倶
楽
部
」
セ
ッ
ト
券

発
売
開
始
日　
２
０
１
８
年
8
月
4
日

セ
ッ
ト
内
容（
セ
ッ
ト
券
４
５
０
０
円
）

●
狂
言
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

２
０
１
８
年
10
月
29
日　

午
後
7
時
30

分
～
9
時　

会
場
：
氷
川
の
杜
文
化
館

を
予
定

●
足
袋nce@

能
楽
堂「
足
袋
を
履
い
て

宙（
そ
ら
）に
舞
う
」２
０
１
８
年
11
月
4

日　

午
後
2
時
30
分
開
演　

会
場
：
こ

し
が
や
能
楽
堂

『
発
足
か
ら
半
世
紀
、

　
　
　
　

    

進
化
を
願
う
』

埼
玉
県
舞
踊
協
会
会
長
　
　
　

中
村
友
美

　

こ
の
冬
は
日
本
各
地
、
厳
し
い
天

候
の
連
続
で
し
た
。
協
会
員
の
皆
様

に
は
御
健
勝
に
て
良
い
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
各

競
技
選
手
の
目
覚
ま
し
い
躍
進
ぶ
り

に
、
次
世
代
の
頼
も
し
い
息
吹
を
目

の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
舞

踊
協
会
も
発
足
か
ら
半
世
紀
を
経
た

今
、一
層
の
進
化
を
目
指
し
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
す
時
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
居
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
最
終
行
事
の
伸
び
ゆ

く
彩
の
国
さ
い
た
ま
の
子
供
達
に
よ

る「
２
０
１
８
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
、去
る
３
月

４
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
埼
玉
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
協
会
員
方
々
の
ご
指
導
の
賜
物
と

門
下
生
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
素
晴

ら
し
い
作
品
を
、
観
客
の
皆
様
に
も

充
分
に
ご
堪
能
頂
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

年
間
行
事
の
皮
切
り
に
埼
玉
全

国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
夏
の
51
回
目
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、
創
作
部
門
は
埼
玉

会
館
へ
、
ま
た
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
門

は
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
へ

会
場
を
移
し
開
催
致
し
ま
す
。
秋
に

は
若
い
舞
踊
家
の
育
成
と
研
鑽
を
積

む
場
と
な
る「
ス
テ
ー
ジ
ワ
ン
」、
独

創
的
な
企
画
に
よ
り
創
造
性
を
追

求
す
る「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目
・

足
袋nce

＠
能
楽
堂
」等
、恒
例
行
事

が
続
き
ま
す
。
更
に
、
高
い
芸
術
性

の
発
信
を
目
指
し
隔
年
毎
に
継
続

し
て
い
る
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

２
０
１
９
新
年
の
開
催
に
向
け
て
本

格
的
に
準
備
が
進
行
し
て
居
り
ま

す
。
ま
た
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年

で
も
有
り
ま
す
。

　

舞
踊
の
新
境
地
を
築
こ
う
と
尽
力

さ
れ
た
先
代
の
礎
に
、
よ
り
一
層
の

次
世
代
の
新
風
が
吹
き
込
ま
れ
皆
で

力
を
合
わ
せ
て
、
埼
玉
県
舞
踊
協
会

が
新
た
な
進
化
を
遂
げ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

コレオグラファーの目
Vol.17

足袋nce@能楽堂
「足袋を履いて宙に舞う」

〜明日を創造する振付家の新たな試み〜
大好評！ 狂言とコンテンポラリーダンス

の異色のパフォーマンス！
2018.11.4(日）
 こしがや能楽堂

コレオグラファーの目vol.16
～足袋nce@能楽堂 『現

い

在
ま

を刻む』

『酔っぱらいに愛を』 『木、錆びたとき』 『le ciel est』

STAGE1
第44回 ステージワン

彩の国さいたま芸術劇場  小ホール
２０17年９月9日

『二つの場所で起こること』『女今昔』

『戦場のメリークリスマス』

『書』
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会
員
催
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物
ご
案
内

２
０
1
8
年
4
月
〜
10
月

田
中
い
づ
み
と
今
旬
の
舞
姫
達
の
ダ
ン
ス	

《
有
料
》

◎
4
／
7（
土
）   

15
:

00・18
:

30

	

六
本
木
俳
優
座
劇
場

☎
0
3（
3
9
5
8
）3
3
1
3	

石
川
須
姝
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

津
田・若
松
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所

第
64
回
生
徒
発
表
会

◎
4
／
30（
月・祝
）  

16

：

30	
	

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
5
3
）9
4
1
0	

小
柳
出
加
代
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
ミ・ド
ゥ・バ
レ
エ 

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

◎
4
／
30（
月・祝
）  

17

：

00

	

板
橋
区
立
文
化
会
館  

大
ホ
ー
ル

☎
0
3（
5
8
5
0
）5
8
8
4	

峯　

美
保

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
18
回
ダ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

◎
5
／
3（
木・祝
）  

14

：

00 
	

プ
ラ
ザ
イ
ー
ス
ト
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
7
7
）6
8
8
5	

ア
キ
オ
キ
ム
ラ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

マ
ン
ナ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◎
5
／
4（
金・祝
）  

16

：

30

	

北
と
ぴ
あ  

さ
く
ら
ホ
ー
ル

☎
0
3（
3
9
0
2
）9
8
3
0	

笠
原
千
珂
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
２
回
川
口
市
芸
術
祭 〝
輝
く
芸
術
の
祭
典
〟

◎
6
／
23（
土
）  

13

：

30

 	

リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
2
8
3
）9
5
8
7	

大
岩
静
江

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
村
友
美・上
田
仁
美
モ
ダ
ン
バ
レ
エ

開
設
50
周
年
記
念   

第
45
回
発
表
会

◎
6
／
24（
日
）  

16

：

00

 	

春
日
部
市
民
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
7
3
4
）5
0
0
4	

中
村
友
美

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
キ
コ・カ
ン
ダ 

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
公
演	

《
有
料
》

「
哀
が
散
る
」

◎
6
／
27（
水
）  

13
:

30・18
:

30

◎
6
／
28（
木
）  

13
:

30

	

東
京
芸
術
劇
場  

シ
ア
タ
ー
ウ
エ
ス
ト

☎
0
4
8（
6
4
5
）6
5
5
1	

市
川
紅
美

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

文
月
玲
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ 

第
17
回
発
表
会

◎
9
／
2（
日
）  

16

：

00

熊
谷
文
化
創
造
館 

さ
く
ら
め
い
と
・
太
陽
の
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
5
2
7
）5
4
4
5	

文
月
　
玲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

フ
ジ
サ
ト
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
60
周
年
記
念

第
60
回
発
表
会	

《一部
有
料
》

◎
9
／
17（
月・祝
）  

15
:

30

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー 

こ
ぶ
し
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

☎
0
3（
3
9
9
5
）2
2
1
8	

藤
里
照
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
本
教
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

第
25
回
発
表
会	

《
有
料
》

◎
9
／
23（
日
） 	

埼
玉
会
館 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
5
2
）3
5
1
7	

山
本
教
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
公
社
）日
本
バ
レ
エ
協
会 

関
東
支
部
埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク

第
30
回
記
念
バ
レ
エ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー	

《
有
料
》

◎
9
／
30（
日
） 

	

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
8
6
）6
4
2
0	

河
上
正
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
27
回
窪
内
絹
子
モ
ダ
ン・
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

生
徒
発
表
会	

◎
10
／
8（
月
・
祝
） 16

：

30

	

川
口
リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
2
5
5
）6
4
4
7	

窪
内
絹
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2018.4.15（日）  NO.45埼玉県舞踊協会ニュースS･D･A･NEWS

《
バ
レ
エ・モ
ダ
ン
ダ
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

栃
沢
寿
美

　

第
51
回
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
無
事
終
了
致
し

ま
し
た
。
担
当
の
先
生
方
、
参
加
し

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
埼
玉
会
館
で
少
し
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事

に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

た
だ
一
人
捻
挫
を
し
て
し
ま
っ
た
生

徒
さ
ん
が
い
ら
し
た
事
、
と
て
も
心

配
で
す
。
早
く
良
く
な
っ
て
、又
い
ろ

い
ろ
な
舞
台
で
の
ご
活
躍
を
祈
念
致

し
て
お
り
ま
す
。
公
演
後
の
反
省
会

で
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
益
々
楽
し

く
、
意
義
の
あ
る
舞
台
創
り
を
目
指

し
、担
当
者
一
同
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

名
誉
会
長　

藤
井
利
子

　

第
50
回
埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー

ル
上
位
入
賞
者
披
露
の
幕
開
け
は
、

児
童
の
部
・
ジ
ュ
ニ
ア
部
の
10
曲
。
高

い
レ
ベ
ル
の
技
量
に
、
観
客
は
惜
し

み
な
い
拍
手
を
。
コ
ン
ク
ー
ル
レ
ベ

ル
の
指
針
の
場
と
し
て
、
御
高
覧
下

さ
る
方
々
も
お
ら
れ
る
と
拝
察
。
そ

し
て
協
会
員
参
加
の
各
ス
タ
ジ
オ
14

作
品
が
上
演
さ
れ
た
。
井
上
美
代
子

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ（
監
修
／
井
上
美
代

子
、
振
付
・
指
導
／
井
上
淳
子
）ダ
ン

ス
で
幸
せ
な
ひ
と
時
を
楽
し
む
バ
レ

エ「
舞
踏
会
」。
す
ゞ
き
さ
よ
こ
モ
ダ

ン
バ
レ
エ
教
室（
構
成
振
付
／
す
ゞ
き

さ
よ
こ
）は
、
構
成
の
流
れ
の
要
所
に

強
い
印
象
を
残
し
た
演
出
の「
ホ
イ
ッ

ス
ル
・
ト
レ
イ
ン
」。
山
本
教
子
バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ（
構
成
振
付
／
山
本
教
子
・

正
木
聖
子
）モ
ー
ツ
ア
ル
ト
曲
に
乗
っ

て
素
直
な
感
性
を
醸
す
男
性
３
人
を

含
む
バ
レ
エ「Les Petis Riens

」。

中
村
友
美
・
上
田
仁
美
モ
ダ
ン
バ
レ

エ（
監
修
／
中
村
友
美
、
構
成
振
付

／
上
田
仁
美
）は
手
と
足
の
ユ
ニ
ー
ク

な
振
り
を
展
開
さ
せ
た
個
性
的
作
品

「
足
が
怒
る　

手
が
笑
う
」。
細
川
初

枝
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ（
構
成
振

付
／
細
川
初
枝
・
細
川
麻
実
子
）野
外

で
マ
マ
ゴ
ト
遊
び
に
興
じ
た
頃
の
空

気
感
の
中
で
物
語
の
展
開
に
楽
し
い

ア
イ
デ
ア
を
み
せ
た「
ア
リ
ス
の
ゆ
め

（
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
）
よ
り
」。
和

加
枝
舞
踊
研
究
所
（
構
成
振
付
／
小

林
和
加
枝
）ダ
ン
ス
の
周
囲
・
合
間
の

空
間
に
漂
う
空
気
の
揺
ら
ぎ
に
視
点

を
置
い
て
楽
し
ま
せ
た
「
ふ
ぁ
～
ん
・

ふ
ぁ
～
ん
・
ゆ
～
ら
ゆ
ら
」。Sachi

バ

レ
エ
ス
タ
ジ
オ（
構
成
振
付
／
な
が
し

ま
さ
ち
こ
）ち
ょ
っ
と
大
人
の
仲
間
入

り
を
楽
し
む
、
仮
面
を
持
っ
た
バ
レ

エ「M
asquerade

」。マ
ヤ
バ
レ
エ
ス

タ
ジ
オ（
構
成
振
付
／
原
島
マ
ヤ
）
し

な
や
か
で
優
し
い
空
気
感
の
ダ
ン
ス

と
雪
を
思
わ
せ
る
照
明
が
溶
け
あ
っ

た
「
雪
の
花
」。
藤
井
･
上
原
モ
ダ
ン

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
（
構
成
振
付
／
上

原
尚
美
・
藤
井
香
）ブ
ラ
ー
ム
ス
の
舞

曲
を
楽
し
む
子
供
の
情
景
「
ハ
ン
ガ

リ
ー
舞
曲
５
番
、
10
番
」。
谷
乃
梨
絵

モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
（
構
成
振

付
／
谷
乃
梨
絵
）白
い
花
・
小
さ
な
天

使
た
ち
の
純
な
声
が
聞
こ
え
て
来
る

よ
う
な
楽
し
い
「
ホ
ワ
イ
ト
ガ
ー
デ

ン
」。
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ  

ル
・
シ
ェ
ル

（
振
付
構
成
／
伊
藤
一
枝
）
印
象
強
い

個
性
的
振
付
の
展
開
で
盛
り
上
げ
た

作
品
「steps

」。
川
名
今
朝
美
モ
ダ
ン

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
（
振
付
／
山
縣
奈

央
、
振
付
助
手
／
溝
上
瑞
季
）
年
代

別
と
思
わ
れ
る
多
彩
な
傘
の
イ
メ
ー

ジ
が
展
開
す
る
各
々
楽
し
い
傘
を
持

つ
ダ
ン
ス
「U

M
BRELLA

」。
吉
田
久

木
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所（
構
成
振

付
／
吉
田
久
木
子
）
星
め
ぐ
り
に
楽

し
い
発
想
を
挿
入
し
た
感
覚
の
「
星

の
カ
ー
ニ
バ
ル
へ
」。
窪
内
絹
子
モ
ダ

ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
（
構
成
振
付
／

窪
内
絹
子
）
柔
軟
な
か
ら
だ
を
駆
使

す
る
振
付
を
全
員
が
こ
な
す
出
演
者

を
生
か
し
て
作
舞
さ
れ
て
い
る
「
蒼

い
地ほ

球し

に
生
ま
れ
て
」。
と
、
各
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
研
究
生
を
活
か
し
た
作

品
で
、
素
敵
な
公
演
と
な
っ
た
。
ラ
ス

ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
最
後
に
、
観
客

の
皆
様
に
も
立
っ
て
頂
き
、
舞
台
と

観
客
が
共
に
埼
玉
県
舞
踊
協
会
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
足
袋nce

体
操
で
か
ら
だ

を
ほ
ぐ
し
、
な
ご
や
か

な
熱
気
の
中
幕
が
降
り

た
。
担
当
理
事
を
始
め
、

御
協
力
下
さ
い
ま
し
た

多
く
の
会
員
、御
父
兄
、

御
高
覧
賜
り
ま
し
た
観

客
の
皆
様
に
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
、深
い
考
察

を
省
き
、
私
個
人
の
直

感
印
象
の
み
記
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
事
を
申
し

上
げ
不
備
を
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。来
年
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
楽
し
み

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◎
編
集
後
記

　

寒
暖
差
の
激
し
さ
に
も
負
け
ず
美
し
く
咲
き

乱
れ
る
花
々
、ゆ
っ
く
り
花
の
命
を
、味
わ
い
た

い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
が
、
協
会
活
動
も
花
盛

り
で
す
。今
年
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
さ
い
。

広
報
部  

笠
原
千
珂
子

山
本
教
子

「
第
42
回
埼
玉
県
文
化
振
興
の
集
い
」 

窪
内
絹
子

 　

平
成
30
年
２
月
３
日
埼
玉
会
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た「
埼
玉
県
文
化
振
興
の

集
い
」に
埼
玉
県
舞
踊
協
会
を
代
表
し
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。　

１
年
生

か
ら
大
人
ま
で
44
名
で「
蒼
い
地
球
に
生

ま
れ
て
～
ジ
ュ
ピ
タ
ー
よ
り
」と
昨
年
現

代
舞
踊
協
会
チ
ャ
コ
ッ
ト
ジ
ュ
ニ
ア
作

品
賞
を
頂
き
ま
し
た「
泣
い
た
赤
鬼
」
の

２
作
品
を
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
お
姉
さ
ん
達
と
作
品
を
踊
る

生
徒
も
多
く
、12
月
か
ら
は
日
曜
日
も

練
習
に
励
み
ま
し
た
。日
舞
の
方
等
と

ご
一
緒
と
い
う
こ
と
で
リ
ノ
リ
ウ
ム
無

し
の
舞
台
？
素
足
で
踊
る
生
徒
達
の
足

に
さ
さ
く
れ
が
刺
さ
っ
た
り
し
な
い
か

し
ら
・・・
と
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

久
し
振
り
の
埼
玉
会
館
は
舞
台
も
客
席

も
と
て
も
き
れ
い
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
て
お
り
大
変
気
持
ち
よ
く
踊
ら
せ
て

頂
く
事
が
出
来
、心
に

残
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、照
明
の
方
に

は
ご
無
理
を
お
願
い
し

て
作
品
に
合
わ
せ
た
照

明
を
当
て
て
頂
い
た
り

音
響
の
方
に
は
ピ
ン
マ

イ
ク
を
お
借
り
し
た
り

と
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

出
演
者
は
残
念
な
が

ら
他
の
方
の
舞
台
を
観

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、お
琴
や
日

舞
・
朗
読
劇
と
み
な
そ

れ
ぞ
れ
に
興
味
深
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
お

客
様
に
も
と
て
も
楽
し

い
良
い
舞
台
だ
っ
た
と

い
う
声
を
多
く
頂
く
事

が
出
来
、ホ
ッ
と
致
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
埼
玉
県

舞
踊
協
会
、こ
の
日
の
た
め
に
ご
尽
力
頂

き
ま
し
た
埼
玉
県
文
化
団
体
連
合
会
の

皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
埼
玉
県
芸
術
文
化
祭
２
０
１
７
を
終
え
て

吉
田
久
木
子

　

２
０
１
７
年
11
月
11
日（
土
）
さ
い

た
ま
文
学
館
桶
川
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
交
流
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
30
以
上
の
団
体

が
参
加
す
る
、活
気
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
で
し
た
。埼
玉
県
舞
踊
協
会
は
、プ

チ
ホ
ー
ル
で
30
分
の
発
表
時
間
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。私
の
生
徒
、小
学
生

か
ら
大
学
生
迄
30
名
程
が
４
曲
を
踊

り
ま
し
た
。
上
田
先
生
、原
島
先
生
、

藤
井
香
先
生
が
ホ
ー
ル
玄
関
か
ら
奥

ま
っ
た
場
所
の
プ
チ
ホ
ー
ル
迄
、ス

テ
キ
な
衣
裳
と
帽
子
で
チ
ラ
シ
を
配

り
な
が
ら
、観
客
を
誘
導
し
て
下
さ
っ

た
お
か
げ
で
客
席
は
い
っ
ぱ
い
！
た

く
さ
ん
の
視
線
を
浴
び
て
生
徒
達
は

張
り
切
っ
て
踊
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

中
村
会
長
、チ
ラ
シ
を
配
っ
て
下
さ
っ

た
先
生
方
が
、
タ

ビ
ン
ス
体
操
を
観

客
の
皆
様
方
と
共

に
踊
り
充
実
し
た

30
分
間
が
過
ぎ
ま

し
た
。「
楽
し
か
っ

た
～
！
」
と
い
う

声
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
聞
こ
え
て
来
ま

し
た
。
こ
の
様
な

場
を
与
え
て
下

さ
っ
た
、
埼
玉
県

舞
踊
協
会
に
感
謝
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成
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埼
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県
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日
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さ
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ま
市
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ご
予
定
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だ
さ
い
。

彩の国さいたま芸術劇場での競演 バレエ・モダンダンスの会
平成30年度

第45回ステージⅠ
バレエ･ モダンのジャンルを超えて集う創作の場「ステージⅠ」

参加者募集 ! !
35作品前後、3分〜7分位までの作品

会場／彩の国さいたま芸術劇場 小ホール
日時／2018年9月1日（土）・2日（日）

評

第51回 バレエ・モダンダンスフェスティバル
2016.3.4(sun)

埼玉会館大ホール

第42回埼玉県文化振興の集い
2018年2月3日   埼玉会館

今、ここに「第１回・バレエフェスティバル」のプ
ログラムがあります。『埼玉県舞踊協会発足記念
公演』と記されています。
表紙を捲ると、ご尽力下さった先生方の顔写真
が…。
どれ程のご苦労をなさって開催に至ったのか、
その重みと熱い思いを感じます。
当時、まだ幼かった私は、由井カナコ先生の生
徒の一人として、無邪気に発表会以外の舞台に
立てる事を喜んでいたものでした。
　50年の歳月が流れ…
毎月の役員会！
静まり返った事務所で、これから白熱するであ
ろう会議を予感しながら、お茶の用意をしてい
ると、続々と理事の先生方が集まり、賑やかな
空間に一変します。
毎年行われている催し物も、一つ一つ更なる改
善策を議論し、常に前進し、留まることはあり
ません。
過去を知らない新米理事にも、長年の先生方の
ご苦労や、協会に全身全霊を傾けておられた藤
井公先生のご意志が伝わってまいります。
これらが根底にしっかりあるからこその埼玉県
舞踊協会なのだと思います。
　決して若くない「若手」は、これからを担う本
当の若手への橋渡しになれたら…と願いなが
ら、悪戦苦闘しながら走ります。

堀部明里エ ッセイ

©スタッフ・テス

      埼玉全国舞踊コンクール2018

《主催》埼玉県舞踊協会　《後援》（公財）埼玉県芸術文化振興財団

クラシックバレエ部門・創作舞踊部門
《会場》埼玉会館 大ホール

《日時》７月31日（火）〜8月5日（日） 

モダンダンス部門
《会場》彩の国さいたま芸術劇場 大ホール
《日時》８月21日（火）〜26日（日）

第51回

コンクールへの参加はホームページからのみ受付いたします
【埼玉県舞踊協会ホームページ】

http://www.saitamaken-buyoukyokai.jp

期日 クラシックバレエ・創作舞踊

7月31日（火） クラシック１部予選・創作舞踊部門予選

8月  1日（水） クラシックジュニア部予選

8月  2日（木） クラシック２部予選

8月  3日（金） クラシック２部決選

8月  4日（土） クラシックジュニア部決選

8月  5日（日） クラシック１部決選・創作舞踊部門決選・表彰式

期日 モダンダンス

8月21日（火） モダン2部予選

8月22日（水） モダン2部決選

8月23日（木） モダンジュニア部予選

8月24日（金） モダンジュニア部決選

8月25日（土） モダン１部予選

8月26日（日） モダン１部決選・表彰式

ダンスセッション2019
会場／彩の国さいたま芸術劇場
日時／2019年1月27日（日）

♦︎モダンダンス
　平山素子振付によるコンテンポラリーダンス作品

ワークショップ& オーデション
　2018年4月14日(土) ／7月7日(土) ／7月8(日)
　彩の国さいたま芸術劇場 大練習室
♦クラシックバレエ 「 フローラの目覚め」
　アレクサンドル・ミシューチン振付
　特別出演 浅田良和
　ニーナ・アナニアシヴィリ代表ジョージアバレエ

学校の生徒と厳選なオーディションに合格され
た出演者の方々の舞台です。


